
　

戦
争
と
平
和
は
、
国
際
関
係
を
論
じ
る

上
で
も
最
も
根
源
的
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

と
り
わ
け
前
世
紀
に
破
壊
的
な
世
界
規

模
の
大
戦
を
２
度
ま
で
も
経
験
し
た
人

類
は
、「
戦
争
の
惨
害
か
ら
将
来
の
世
界

を
救
」
お
う
（
国
連
憲
章
前
文
）
と
、
平

和
の
増
進
に
向
け
た
幾
多
の
制
度
を
編

み
出
し
、
措
置
を
講
じ
て
き
た
。
と
は
い

え
、
核
兵
器
を
手
に
し
た
人
類
は
、
さ
す

が
に
そ
れ
を
用
い
て
第
三
次
の
熱
い
大
戦

に
挑
む
愚
は
免
れ
た
が
、
米
ソ
間
の
冷
た

い
対
立
は
長
期
に
及
び
、
通
常
戦
力
に
よ

る
局
地
的
な
紛
争
は
世
界
各
地
で
頻
発

し
た
。
そ
し
て
冷
戦
終
結
後
も
、
世
界
は
、

国
家
間
の
古
典
的
な
侵
略
や
国
内
に
お

け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
集
団
間
の
抗

争
と
人
道
危
機
（
民
族
・
宗
教
紛
争
な
ど
）

や
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
テ
ロ
攻
撃
（
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
型
の
非
国
家
主
体
に
よ
る
超
大

国
へ
の
非
対
称
型
の
挑
戦
）
と
い
っ
た
事

案
を
目
の
当
た
り
に
し
、
こ
れ
ら
へ
の
国

際
社
会
の
対
応
を
含
め
、
暴
力
や
実
力
が

行
使
さ
れ
る
敷
居
は
近
年
、
む
し
ろ
低
く

な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

   

選
評   

大
阪
大
学
大
学
院
国
際
公
共
政
策
研
究
科
教
授 

星
野
俊
也

人
類
に
とって
、な
ぜ

戦
争
は「
魅
力
的
」な
の
か
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で
は
、
人
々
は
な
ぜ
戦
争
を
や
め
な
い

の
か
。
こ
の
問
い
に
対
し
、
ホ
ッ
ブ
ズ
流

の
リ
ア
リ
ス
ト
は
権
力
（
パ
ワ
ー
）
を
め

ぐ
る
闘
争
が
人
間
に
と
っ
て
自
然
状
態
だ

か
ら
だ
と
説
明
し
、
カ
ン
ト
流
の
リ
ベ
ラ

リ
ス
ト
は
国
家
間
の
利
益
（
イ
ン
タ
レ
ス

ト
）
の
対
立
や
調
整
の
失
敗
に
原
因
を
求

め
、
主
体
間
の
主
観
の
一
致
度
が
社
会
的

に
構
成
さ
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
関
心
を

持
つ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
ぞ
れ
が
主
張
す
る
規
範
や
理
念

（
ア
イ
デ
ア
）を
め
ぐ
る
主
体
間
の
衝
突
に

着
目
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
戦
略

思
想
家
の
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
、
人
間

が
政
治
的
な
存
在
で
あ
る
限
り
、
別
の
手

段
（
つ
ま
り
、
非
平
和
的
な
手
段
）
に
よ

る
政
治
の
延
長
と
し
て
戦
争
は
不
可
避

だ
と
分
析
す
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
が
、
本
当
に
人
々
が

戦
争
と
手
を
切
れ
な
い
理
由
な
の
か
。
ヘ

ブ
ラ
イ
大
学
で
軍
事
史
と
戦
略
論
を
教

え
る
著
者
は
、
独
自
の
戦
略
的
観
点
か
ら

学
界
の
定
説
や
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
解
釈

に
大
胆
に
斬
り
込
み
、「
文
化
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
全
く
新
し
い
角
度
か
ら
こ
の
問

い
に
接
近
す
る
。す
な
わ
ち
、人
類
に
と
っ

て
戦
争
は
文
化
の
１
つ
な
の
で
あ
り
、
そ

の
戦
争
文
化
に
人
類
は
魅
了
さ
れ
て
い
る
。

だ
か
ら
、
戦
争
は
容
易
に
な
く
な
ら
な

い
、
と
。

　

戦
争
の
味
は
蜜
の
味
、
と
い
っ
た
と
こ

ろ
だ
ろ
う
か
。
著
者
は
、
戦
争
を
「
集
団

同
士
で
行
わ
れ
る
非
常
に
複
雑
か
つ
暴

力
的
な
形
で
の
格
闘
技
」
に
例
え
、
そ
こ

に
人
間
に
と
っ
て
の
究
極
の
ゲ
ー
ム
性
や

ス
ポ
ー
ツ
性
が
宿
り
、
戦
闘
の
中
で
人
々

（
特
に
男
性
）
が
興
奮
と
刺
激
を
味
わ
う

精
神
性
を
見
い
だ
す
。
古
今
東
西
に
わ
た

る
戦
史
の
知
識
を
縦
横
に
用
い
、
本
書
で

は
、
ま
た
、
戦
争
文
化
が
、
先
史
時
代
の

部
族
の
ウ
ォ
ー
ペ
イ
ン
ト
や
中
世
の
騎
士

や
武
士
の
い
で
た
ち
（
伊
達
正
宗
の
鎧よ

ろ
い

兜か
ぶ
と

も
一
例
）
か
ら
現
代
の
軍
の
制
服
や
儀
式

な
ど
に
反
映
さ
れ
、こ
れ
ま
で
も
歴
史
、文

学
、
芸
術
の
テ
ー
マ
に
多
く
取
り
上
げ
ら

れ
て
き
た
様
子
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

　

も
っ
と
も
、
人
類
に
と
っ
て
戦
争
が
い

か
に
「
魅
力
的
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、そ

れ
を
す
べ
て
肯
定
し
て
よ
い
は
ず
は
な
い
。

今
日
の
世
界
に
お
い
て
、
独
善
的
な
理
由

に
よ
る
戦
争
は
そ
も
そ
も
違
法
で
あ
る
。

他
方
で
、
自
衛
や
問
題
解
決
に
向
け
た
最

後
の
手
段
と
し
て
正
当
な
武
力
行
使
が
認

め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
が
言
葉
だ
け

で
は
な
く
、
実
際
に
リ
ス
ク
と
コ
ス
ト
を

払
っ
て
も
行
動
す
る
主
体
は
必
要
で
あ
る
。
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後
世
の
歴
史
家
は
、
一
般
に
国
際
連
盟

に
は
手
厳
し
い
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、「
第
二

次
」の
世
界
大
戦
を
防
げ
得
な
か
っ
た「
失

敗
」と
い
う
認
識
が
強
い
か
ら
だ
ろ
う
。だ

が
、
予
断
を
排
し
、
大
戦
後
の
新
世
界
秩

序
を
構
想
す
る
知
的
営
為
の
中
か
ら
国

際
連
盟
が
生
ま
れ
、
そ
の
後
の
幾
多
の
挑

戦
に
果
敢
に
取
り
組
む
様
子
を
鮮
や
か

に
描
い
た
本
書
か
ら
、
こ
の
機
関
を
通
じ

て
編
み
出
さ
れ
た
種
々
の
新
機
軸
の
画
期

性
を
再
認
識
で
き
る
。
平
和
が
単
な
る
国

家
間
戦
争
の
防
止
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
身

売
買
や
難
民
、
ア
ヘ
ン
、
知
的
協
力
な
ど

へ
の
総
合
的
な
営
み
と
捉
え
ら
れ
て
い
く

動
き
も
跡
付
け
て
い
る
。
や
は
り
、
今
日

の
国
連
が
連
盟
な
し
に
は
存
在
し
得
な

か
っ
た
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
。　

　

当
時
の
日
本
が
常
任
理
事
国
の
一
翼
を

担
い
、
新
渡
戸
稲
造
（
連
盟
事
務
次
長
）、

安
達
峰
一
郎
（
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
所

長
）、
石
井
菊
次
郎
（
連
盟
日
本
代
表
と

国
際
連
盟
、そ
の
歴
史
的
意
義
を

丹
念
に
見
直
す

■篠原初枝『国際連盟 世界平
和への夢と挫折』■中央公論新
社■2010年5月発行■新書判、
296ページ■定価840円（税込）
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戦
争
を
文
化
的
現
象
と
捉
え
る
視
点

は
、
こ
れ
を
政
治
的
現
象
と
見
た
り
、
パ

ワ
ー
や
イ
ン
タ
レ
ス
ト
と
い
っ
た
合
理
的

な
理
由
に
基
づ
く
行
動
と
す
る
立
場
と

は
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
確
か
だ
。

　

著
者
は
、「
人
々
が
『
利
益
』
の
た
め
に

死
ぬ
な
ど
馬
鹿
げ
て
い
る
。
唯
一
、
大
義

と
い
う
も
の
、
自
ら
よ
り
偉
大
な
何
か
が

存
在
す
る
と
い
う
経
験
が
人
々
を
戦
い
に

向
か
わ
せ
、
必
要
で
あ
れ
ば
自
ら
の
生
命

を
犠
牲
に
さ
せ
る
」
と
分
析
す
る
。
戦
争

文
化
の
機
能
と
は
、そ
の
大
義
を
具
現
化
・

象
徴
化
し
、
兵
士
た
ち
を
積
極
的
に
死
に

立
ち
向
か
わ
せ
る
こ
と
、
と
い
う
。

　

一
見
、
好
戦
的
で
エ
ピ
キ
ュ
リ
ア
ン
な

立
場
か
ら
の
議
論
の
よ
う
に
思
え
る
が
、

「
戦
争
文
化
は
有
用
で
な
い
限
り
に
お
い

て
の
み
有
用
」
と
強
調
す
る
点
に
戦
争
と

人
間
の
逆
説
的
な
関
係
を
著
者
は
見
抜

い
て
い
る
。
独
善
的
な
戦
争
は
、本
来
、理

性
に
よ
っ
て
抑
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
な
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
つ
。
正
当
な
軍
の
使

用
や
武
力
の
行
使
に
対
し
、
人
間
は
「
節

度
」
を
持
っ
て
こ
れ
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
の
か
。
こ
れ
は
現
代
の
戦
争
文
化

論
に
お
い
て
新
た
に
掘
り
下
げ
て
い
く
べ

き
重
要
な
課
題
と
い
え
よ
う
。



　

和
平
の
前
進
を
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
例
え
る

の
は
甚
だ
不
謹
慎
だ
が
、
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ

ン
の
「
ス
リ
ー
セ
ブ
ン
」
の
難
し
さ
が
頭

を
よ
ぎ
る
。「
セ
ブ
ン
」は
穏
健
派
で
あ
る
。

イ
ス
ラ
ー
ム
と
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ア
メ
リ
カ

で
、
な
ぜ
こ
う
も
穏
健
派
同
士
が
出
そ
ろ

わ
な
い
の
か
。
逆
に
、
強
硬
な
原
理
主
義

は
容
易
に
並
び
立
ち
、
ジ
ハ
ー
ド
唱
道
運

動
と
ユ
ダ
ヤ
教
的
シ
オ
ニ
ズ
ム
と
キ
リ
ス

ト
教
的
十
字
軍
意
識
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
非

妥
協
的
な
精
神
世
界
に
生
き
る
人
々
の

間
の
激
烈
な
衝
突
が
続
く
。

　

著
者
は
、
こ
れ
を
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

む
中
、
宗
教
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

が
民
族
や
国
籍
や
文
化
を
超
越
し
た
最

高
の
帰
属
意
識
に
な
り
つ
つ
あ
る
た
め
と

指
摘
し
、
そ
の
結
果
、
互
い
の
思
い
描
く

悲
憤
に
導
か
れ
た
「
仮
想
戦
争
」
が
繰
り

広
げ
ら
れ
て
い
る
と
分
析
す
る
。
形
而
上

の
宗
教
観
に
よ
る
原
理
的
主
義
の
衝
突

が
テ
ロ
や
軍
事
作
戦
に
す
り
替
わ
り
、
多

く
の
形
而
下
の
犠
牲
を
生
み
だ
す
逆
説

が
も
ど
か
し
い
。

　

だ
が
、
心
の
中
の
敵
が
い
心
に
は
根
深

い
も
の
が
あ
る
。
イ
ラ
ン
系
ア
メ
リ
カ
人

学
者
で
ム
ス
リ
ム
の
著
者
が
越
境
を
試
み

た
エ
ル
サ
レ
ム
の
入
国
審
査
場
や
カ
イ
ロ

の
「
ア
メ
リ
カ
ン
」
大
学
や
英
国
の
パ
ブ

で
ぶ
つ
か
る
露
骨
な
差
別
に
は
胸
が
痛
む
。

そ
れ
で
も
著
者
は
希
望
を
失
わ
ず
、
イ
ス

ラ
ー
ム
主
義
と
民
主
主
義
の
両
立
や
穏

健
派
の
政
治
参
加
を
促
す
道
を
探
る
。

　

人
間
が
、
運
ま
か
せ
の
マ
シ
ン
で
な
い

限
り
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
期
待
さ
れ
る
。

（
ほ
し
の 

と
し
や
）

原
理
主
義
の
衝
突
が
続
く
中
、

新
た
な
和
平
の
道
を
探
る■レザー・アスラン（白須英子訳）
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し
て
欧
州
の
政
治
問
題
を
巧
み
に
処
理
）

ら
日
本
人
が
縦
横
に
活
躍
す
る
様
子
は

い
か
に
も
頼
も
し
い
。
も
ち
ろ
ん
満
州
事

変
と
日
本
の
脱
退
は
連
盟
に
試
練
を
も

た
ら
す
が
、
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
に
対
す
る

イ
タ
リ
ア
制
裁
や
対
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
戦
争

に
基
づ
く
ソ
連
除
名
な
ど
、
連
盟
が
原
則

を
貫
く
姿
勢
も
評
価
さ
れ
る
。

　

後
世
の
優
れ
た
歴
史
家
の
透
徹
し
た

目
で
編
ま
れ
た
本
書
に
よ
り
、
国
際
連
盟

は
よ
う
や
く
歴
史
の
中
に
正
当
な
地
位

を
得
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。




